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横浜地裁-3月 30日 (月 )10時開廷

3月 30日午前 9時 30分、傍聴券抽選

◆9時 20分 までに横浜地裁前においでください。

提訴から 22年半、いよいよ最後の瞬間を迎えます。

できるかぎり多くの方々の傍聴ご参加をお待ちします。

傍
聴
席
か
ら
期
せ
ず
し
て
拍
手

が
湧
き
起
こ
っ
た

２

ｏ
‐７
再
審
公
判
法
廷

▼
横
浜
事
件
第
四
次
請
求
の
再
審
公
判

は
横
浜
地
裁
で
最
も
大
き
い
一
〇

一
法

廷
で
開
か
れ
ま
し
た
。
収
容
人
員
は
８。

名
で
す
が
、
関
係
者
と
記
者
席
に
３０
席

が
割
か
れ
、　
一
般
傍
聴
席
は
５０
席
ほ
ど

に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
せ
っ
か
く

来
ら
れ
た
の
に
傍
聴
で
き
ず
帰
ら
れ
た

方
が
知
名
ほ
ど
あ
り
ま
し
た
。
申
し
わ

け
な
い
こ
と
で
す
。

▼
１
時
３０
分
開
廷
。
ま
ず
検
察
官
か
ら

起
訴
状
朗
読
に
か
わ
っ
て
予
審
終
結
決

定
が
読
み
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

６４
年
前
、

予
審
判
事
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
実
質
起

訴
状
の
よ
う
な
も
の
で
す
。

続
い
て
大
島
裁
判
長
か
ら
、
第

一
次

再
審
請
求
で
当
時
の
横
浜
地
裁
は
記
録

が
な
い
か
ら
審
理
が
で
き
な
い
と
棄
却

し
た
が
、
焼
却
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
そ

の
内
容
は
残
存
す
る
資
料
か
ら
十
分
推

認
で
き
る
も
の
で
あ
り
、
当
法
廷
で
は

推
認
で
き
る
証
拠
は
す
べ
て
調
べ
る
、

と
力
強
い
言
明
が
あ
り
ま
し
た
。

▼
こ
の
後
さ

っ
そ
く
証
拠
調
べ
に
入

り
、
ま
ず
例
の

「泊
会
議
」

の
写
真
が
パ
ワ
ー
ポ
イ

ン

ト
で
法
廷
の
テ
レ
ビ
画
面

に
映
し
出
さ
れ
、
次

い
で

被

害

者

の
証

言

ビ
デ

オ

（
４。
分
）
を
上
映
、
続
い
て

橋
本
進
さ
ん
が
証
人
席

に

座
り
、
細
川
論
文

の
雑
誌

掲
載
を
め
ぐ
る
特
高

の
シ

ナ
リ
オ
が

い
か
に
ナ

ン
セ

ン
ス
で
あ
る
か
を
証
言
し

て
休
憩
に
入
り
ま
し
た
。

▼
３
時

１５
分
再
開
。
荒
井

信

一
先
生
が
証
人
と
な
り
、
細
川
論
文

は
当
時
の
政
府

。
軍
の
民
族
政
策
に
つ

い
て
の
政
策
提
言
で
あ

っ
た
こ
と
を
論

証
。
そ
の
後
小
野
新

一
さ
ん
が
亡
父

。

康
人
さ
ん
の
特
高
告
発
の
際
の
供
述
書

を
、
齋
藤
信
子
さ
ん
が
亡
母

。
貞
さ
ん

の
第

一
次
請
求
の
際
の
意
見
書
を
そ
れ

ぞ
れ
朗
読
、
続
い
て
佐
藤
主
任
弁
護
人

と
大
川
弁
護
団
長
が
最
終
弁
論
に
立
ち

ま
し
た
が
、
お
二
人
の
論
理
に
裏
打
ち

さ
れ
た
熱
情
あ
ふ
れ
る
弁
論
に
傍
聴
席

か
ら
は
期
せ
ず
し
て
拍
手
が
湧
き
起

こ
っ
た
の
で
し
た
。
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代
読
の
子
、父
の
無
念
訴
〓

力
月
。
雑
誌
編
集
者

と
し

て
横
浜

事
件

で
有
罪
判
決
を

受

け

た

元

被

告

、
故

・
小

野

康

人

さ

ん

の

再

審

が

１７

日
、
横
浜

地
裁

で
始

ま

っ
た
。

４
次

請
求
の
請
求
人

で

あ

る
小

野
さ
ん
の
次
男
と
長
女
は

、
被
告

の

い
な
い
法

廷

に
立

っ
て
、
亡

き
父

の
無
念
を
訴

え
、
無
罪
判
決
を

求
め
た
。　
　
　
　
　
　
　
公

一階
堂
友
紀
、
長
野
侑
介

）

免
訴
主
張
に
「失
望
」

横浜事件4次請求再審こ
の
日
の
公
判
で
も
、
検
察
側

は
こ
れ
ま
で
と
同
様
、
■
訴
の
主

張
を
繰
り
返
し
た
。
淡
々
と
法
律

論
を
述
べ
、
主
張
は
５
分
に
も
満

た
な
か
っ
た
。

「検
事
の
発
言
に
期
待
し
て
い

た
が
非
常
に
残
念
」

「形
式
的
で

信
じ
ら
れ
な
い
」
。
閉
廷
後
の
記

者
会
見
で
、
次
男
の
小
野
新
一
さ

ん
（６２
）と
長
女
の
斎
藤
信
子
さ
ん

（５９
）は
ヽ
検
察
側
へ
の
失
望
を
あ

ら
わ
に
し
た
。

小
野
康
人
さ
ん
が
亡
く
な
っ
た

後
、
再
審
を
求
め
た
の
は
要
の
貞

さ
ん
だ
っ
た
。
そ
の
貞
さ
ん
も
亡

さ
ん
と
斎
藤
さ
ん

決を」と改めて訴えた。左から佐藤博史弁護士 、元

被告小野康人さんの長女斎藤信子さん、次男新― さ

ん、大川隆司弁護士=横浜市中区 日本大通

こ
の
日
は
、
新

一
さ
ん

＞

¨
い
い
け
一
「
一
一
一
一
』

「お
前
ら
の
１
人
や
２
●
ｏ

す
の
は
朝
飯
前
だ
」
と
気
１

0467● 50428:

042752‐ 0077:
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横浜事件再審初公判

観爆
・■
検
察
側
の
謝
罪
な
く
失
望
」

「
無
罪

と
信
じ

て
い
る
」
。
十
七

日
に
行
わ
れ

た
横
浜

事
件

の
再

審

初
公
判
。
開
廷

後
、
会
見

に
臨
ん
だ

遇
族

と
弁
護
士

ら
は
、

あ

ら

た

め
て
無
罪
判
決

へ
の
期
待

を
語

っ
た
。

（
細

見
春
萌
、
中

沢
積

）

く
場

面

で
は
、
涙
が

込
み

上

げ
、

言

葉

に

つ

ま

っ

た
。

「
意
味
が

あ
る

こ
と

だ
と
信
じ

、
朗

読
を
引

き

受

け

た
。

公

判

を

終

え

て
、
無
罪
が
出

る
と

確
信

し
て

い
る

」
と
落
ち
着

い

た
表

情
を
見

せ
た
。

小

野
さ

ん

の
次
男
新

一

さ

ん
食

し
は
、
検

察
側
が

意

見

を

述

べ

る

場

面

で

は
、
検
事

の
顔

を
見

つ
め

て
聞
き
入

っ
た

。

「
検

察

側
か

ら
謝

罪

の
言
葉
を
期

待
し

て

い
た
が

、
何
も
な

か

っ
た
。
失
望

し
た

」
と

怒
り

を
に
じ
ま

せ
た
。

弁
護
側

の
意
見
陳
述

を

行

っ
た
主
任
弁
護
人

の
佐

藤
博

史
弁
護
士

は

、

「
第

よる虚偽の自白

■これまでの再審請求

【I―      金沢小顆

はやぶ さ丸
●金沢焉 』踏ζる方否謝 )。250

「件の4つの再審請求

層謙肺癬
主義とは無関係

なか つたとは考えられな t

さんと次男小野新一

］榊赫一］̈中一“崚一̈］『讐̈輌̈』

ひ
裁
判
長
の
国
か
ら
、
無

け
で
は
な
く
、
全
員
の
救

一罪
の
言
葉
を
聞
き
た
い
」

済

を

目
指

し
て

い
る

。

ぜ

一
と

し

た
。
検

察

側

に

つ
い

霧
Ｌ
纏
鉤
脚

新聞各紙の報道 (1)

上 :朝 日新聞・神奈川版

下 :東 京新聞・神奈川版

* いずれも 2009年 2月

て
は

「横
浜
事
件
は
司
¨

に
携
わ
る
人
全
員
が
責
一

を
取
る
べ
き
事
件
な
・

に
、
真
摯
に
向
多呆
口
２

い
な
い
」
と
厳
し
く
襲

し
た
。

判
決
は
来
月
二
十
日
＾

新
一
さ
ん
は

「判
決
が
一

て
か
ら
、
父
の
墓
前
に
一

告
し
た
い
」
と
話
し
て

た
。

罪
判
決
を
受
け
た
。
悲

み
と
懇
り
を
禁
じ
得

い
」
と
述
べ
た
。

駿
河
台
大
の
荒
井
信

名
誉
教
授
貧
し
＝
歴
【

＝
は
、
事
件
摘
発
の
端

と
な
っ
た
細
川
嘉
六
氏
・

論
文
に
つ
い
て

「共
産

義
的
啓
蒙
論
文
と
す
る
）

は
曲
解
と
い
う
ほ
か

18日 付
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◆
２
月
１７
日
の
再
審
公
判
を
前
に
、
支
援
す
る
会

・
事
務
局
で
は
、
大
島
隆
明
裁

判
長
に
対
し
、
正
義
と
理
性
に
も
と
づ
き

「免
訴
」
で
は
な
く

「無
罪
」
の
判
決

が
下
さ
れ
る
よ
う

「英
断
」
を
期
待
す
る
八
ガ
キ
を
送
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

そ
の
呼
び
か
け
に
対
し
、
以
下
の

一
七
六
名
。団
体
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
リ
ス
ト
中
、
一肩
書
き
の
あ
る
方
は
、
会
員
と
は
別
途
に
事
務
局
か
ら
の
要

請
文
に
よ
る
依
頼
に
応
じ
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
で
す

全
肩
書
き
は
事
務
局
で
付

け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
）
。

大
島

隆

明
裁
囀

長

ご

英
断

を

用
件

い
た

し

ま
す

。

相
川
　
雅
信

青
木
　
容
子

青
木
　
誠

秋
田
　
弘

歴
史
家
　
秋
間
　
達
男

浅
木
ミ
ツ
子

芦
澤
　
礼
子

東
　
廣
史

作
家

。
日
本
ペ
ン
ク
ラ
ブ
会
長

阿
刀
田
　
一昌

安
部
　
修

。
椎
名
　
容
子

広
告
批
評
家
　
天
野
　
祐
吉

作
家

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

作
家

歴
史
家

マ
ス
コ
ミ
研
究
者

生
物
学
者

歴
史
家

弁
護
士

経
済
学
者

弁
護
士

演
出
家

作
家

弁
護
士

岩
波
書
店
元
社
長

シ
ナ
リ
オ
作
家

マ
ス
コ
ミ
研
究
者

日
本
近
代
思
想
史
家

女
性
史
研
究
者

ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

弁
護
士

大
塚
　
博
文

小
木
　
宏

小
山
内
美
江
子

小
野
　
一号
彦

柏
森
　
朋

桂

敬

一

金
子
さ
と
み

金
田
　
一昌
恵

鹿
野
　
政
直

加
納
実
紀
代

上
館
　
良
継

亀
井
　
淳

河
崎
　
光
成

川
田
　
豊
実

川
原
　
徹

菊
池
　
聡

菊
池
由
紀
子

岸
本
　
艶
子

石 伊 井 飯 有 新
井 佐 汲 塚 村 井

章 千 穎 直 き 忠
尋 子  み

石
崎
　
一
一
一

石
山
　
隆

井
出
　
孫
六

伊
藤
　
昌
太

伊
藤
　
洋
子

伊
藤
　
一暴
昭

猪
俣
　
一
夫

岩
井
　
忠
熊

岩
波
　
一
吏

上
田
　
誠
吉

上
原
　
成
信

宇
沢
　
弘
文

字
都
宮
健
児

梅
田
　
正
己

瓜
生
　
正
美

永
　
エハ
輔

大
塚
　
一
男

大
塚
　
信

一

映
画
音
楽
家

新
日
本
歌
人
協
会
事
務
局
長

映
画
監
督

憲
法
学
者

作
家

第
三
次
再
審
請
求
人

作
家

ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

作
家

作
家

国
際
政
治
学
者

ジ

ャ
ー
ナ
リ

ス
ト

岸
本
　
美
子

北
口
　
吉
治

北
澤
　
尚
子

木
下
　
忠
司

木
下
　
博
恵

熊
谷
　
達
雄

小
石
　
雅
夫

神
山
征
二
郎

古
関
　
彰

一

小
関
　
智
弘

小
林
佳

一
郎

小
檜
山
　
博

小
平
　
克

小
森
　
修

斎
藤
　
二貝
男

佐
江
　
衆

一

早
乙
女
勝
元

坂
本
　
義
和

佐
藤
　
俊
広

塩
森
　
康
雄

実
方
　
義
雄

篠
原
　
中
子

柴
田
　
健

柴
田
　
鉄
治

清
水
　
勝
典

清
水
　
雅
彦
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青
山
学
院
大
学
名
誉
教
授
　
清
水
　
英
夫

し
ろ
ま
ゆ
り
子

映
画
監
督
　
新
藤
　
兼
人

末
永
　
駿

憲
法
学
者
　
杉
原
　
泰
雄

末
吉
　
和

横
浜
事
件
被
害
者

。
日
本
評
論
社
元
社
長

鈴
木
三
男
吉

マ
ス
コ
ミ
研
究
者
　
隅
井
　
孝
雄

関
口
　
澄
子

舞
台
美
術
家
　
妹
尾
　
河
童

瀬
間
　
勉

作
家
　
仙
洞
田

一
彦

高
武
　
一存
夫

高
鶴
　
一堡

一

田
口
　
信
行

政
治
学
者
　
田
口
富
久
冶

映
画
監
督
　
橘
　
祐
典

田
沼
　
祥
子

丹
治
　
洋
子

千
葉
　
良
信

作
家
　
辻
井
　
喬

作
家
　
辻
　
真
先

日
本
出
版
労
働
組
合
連
合
会
中
央
執
行
委
員
長

津
田
　
清

長
崎
大
学
元
学
長
　
土
山
　
秀
夫

シ
ナ
リ
オ
作
家

経
済
学
者

作
家

環
境
問
題
研
究
者

歴
史
家

児
童
文
学
者

俳
優

写
真
家

法
学
者

法
学
者

作
家

作
家

精
神
医
学
者

画
家

映
画
監
督

映
画
監
督

元
共
同
通
信
記
者

寺
川
　
徹

寺
嶋
ア
キ
子

寺
嶋
容

一
郎

暉
峻
　
淑
子

土
肥
　
克
治

常
盤
　
新
平

富
山
　
和
子

鳥
居
伸
太
郎

直
木
孝
次
郎

中
川
李
枝
子

中
嶋
　
徹
雄

永
田
　
誠

仲
代
　
達
矢

中
村
　
梧
郎

中
山
　
和
久

中
山
　
研

一

な
だ
い
な
だ

西
木
　
正
明

西
村
　
太
郎

野
田
　
正
彰

野
々
村
　
敵

野
見
山
暁
治

羽
田
　
澄
子

羽
仁
　
進

原
　
寿
雄

原

満
三
寿

平
光
　
晋

平
山
　
孝
子

深
代
　
典
子

藤
井
千
代
子

藤
井
　
宏

ふ
じ
た
あ
さ
や

保
坂
　
義
久

堀
　
明
美

堀
口
　
尚

松
谷
み
よ
子

松
田
　
浩

松
本
　
善
明

真
鍋
か
お
る

水
上
　
人
江

水
田
　
洋

宮
崎
　
勇

宮
崎
　
駿

宮
島
　
喬

宮
田
　
光
雄

宮
本
　
哲
男

宮
本
ひ
さ
子

宮
本
や
す
子

宮
脇
　
俊
介

三
渡
　
章
高

む
の
た
け
じ

百
瀬
　
雄
彦

脚
本
家

・
演
出
家

児
童
文
学
者

マ
ス
コ
ミ
研
究
者

弁
護
士

社
会
思
想
史
家

経
済
学
者

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
作
家

社
会
学
者

思
想
史
家

ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

作
家
　
森
　
ま
ゆ
み

森
島
　
伸
弘

森
田
　
敏
彦

作
家
　
森
村
　
誠

一

谷
島
　
光
治

山
川
　
次
郎

山
崎
　
晶
春

山
下

　

一
行

山
本
　
邦
彦

日
本
マ
ス
コ
ミ
文
化
情
報
労
組
会
議
議
長

菫
ユ
　
秀

一

横
川
　
定
司

横
田
　
礼
子

横
浜
ペ
ン
ク
ラ
ブ
会
員

一
同

吉
田
　
好

一

理
学
博
士
　
士
口
田
　
尚

テ
レ
ビ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
　
士
甲
水
　
春
子

若
藤
え
い
子

■
団
体

日
本
ペ
ン
ク
ラ
ブ
（声
明
）

日
本
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
会
議
（要
望
書
）

岩
波
書
店
労
働
架
易
袢
委
口戻
只
要
望
書
）
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水曜日)  護 柔 ル

〕候

亡
き
両
親
の
闘

2009年 平ヽ成21年
'2月

18日  本唱日

名誉回復かけ無罪主張

1裁

圏葛静鋭輔融蠍動中射待

「こ
ん
な
に
時
間
か
か
る
と
は
・

離
罐
研
罐
微
請
求
か
ら
２２
年
…
万
感

「
当
時
の
司
法
に
過
ち
が
な
か

っ
た
の
か
を
、
戦
後
の
裁
判
所
は
検
証
し
て
こ
な
か

っ
た
」
。
横

浜
地
裁
で
１７
日
に
開
か
れ
た

「
横
浜
事
件
」
の
元
被
告

・
小
野
康
人
さ
ん

（
１
９
５
９
年
死
去
）
の

再
審
初
公
判
。
最
初
の
申
し
立
て
か
ら
２３
年
を
経
て
よ
う
や
く
開
か
れ
た
法
廷
で
、
弁
護
側
は
無
罪

を
求
め
る
と
と
も
に
、
県
警
特
別
高
等
課

（
特
高
）
の
拷
間
を
追
認
し
、
十
分
な
審
理
も
せ
ず
に
有

罪
と
し
た
当
時
の
司
法
の
責
任
を
訴
え
た
。

軒一一一一一 小
野
さ
ん
は
、
特
高
が

「共

産
主
義
の
啓
蒙
論
文
」
と
し
た

評
論
家
細
川
嘉
六
氏
の
論
文
の

編
集
に
関
与
し
た
な
ど
と
し
て

治
安
維
持
法
違
反
罪
に
問
わ

れ
、
約
２
年
に
も
及
ぶ
拘
霞
期

間
中
、
執
拗
に
拷
間
を
受
け
、

わ
ず
か
―
日
の
審
理
で
有
罪
と

さ
れ
た
。

最
終
弁
論
で
、
佐
藤
博
史
弁

護
士
は

「特
高
だ
け
が
責
任
を

負
う
べ
き
で
は
な
く
、
当
時
の

く
行
為
を
し
て
、
小
野
さ
ん
ら

に
ぬ
れ
ぎ
ぬ
を
強
い
た
」
と
、

声
を
震
わ
せ
た
。

続
い
て
、
大
川
隆
司
弁
護
団

長
も

「
そ
も
そ
も
治
安
維
持
法

違
反
に
は
当
た
ら
ず
、
無
罪
と

す

べ
き
事
案
だ
。
重
大
な
誤
判

で
損
な
わ
れ

た

司
法

の

名
誉

は
、
裁
判
所
が
無
罪
判
決
を
下

す

こ
と

で
初
め

て
回

復
さ
れ

寅

題は「鼈級財（饉瓢絲軸薇鋼

造
し
て
無
実
の
人
々
を
検
挙

一一響」一壽一一一一一̈一

め
、
貞
さ
ん
が
元
被
告
・つ
と
再

し
、
陥
れ
た
事

韮
側
「形
式
判
決
」免
訴
を

「

一

審
を
申
し
立
て
た
の
は
８６
年
７

月
。
約
１
年
半
後
に
横
浜
地
裁

求
　
が
出
し
た
決
定
は

「訴
訟
記
録

嘩醇

贅̈輯
種
驚
「」

中茎
蘇
孫
霙
い

請
求
が
決
定
。
申
し
立
て
直
後

「ど
ん
な
拷
間
が
加
え
ら
れ

た
か
と
思
う
と
、
痛
ま
し
く
口

借
し
く
、
ま
す
ま
す
大
声
で
わ

あ
わ
あ
泣
い
た
‥
」

＝
本
記
１
面
に

横
浜
地
裁
で
十
七
日
に
開
か

れ
た
横
浜
事
件
の
第
四
次
請
求

再
審
公
判
の
法
廷
。
す
で
に
亡

書

を

淡

々
と

朗

読

し

て

い

た

元

被

告

小

野

康

人

さ

ん

の
長

女

斎

藤

信

子

さ

ん

は

、
貞

さ

ん

が

夫

を

思

っ
て

涙

し

た

く

だ

り

に

差

し

掛

か

る

と

突

然

、

自

身

も

言

む
奮
こ
語

ま

ら

せ

て

ハ
ン

カ

チ

で

口

元

を

置

っ
た

。

一
九

九

五

年

に

志

半

ば

で

他

ぎ

，
再

密

請

求

人

と

な

っ
て

か

ら

十

四

年

．

待

ち

か

ね

て

い

た

再

審

公

判

に

、
生

前

に

母

か

ら

も

ら

っ
た

ネ

ッ
ク

レ

ス
を

身

に

著

け

て

公

判

に

臨

ん

だ

。

両

親

が

重

し

た

言

葉

の

代

読

と

い

う

大
役

。

家

で

何

度

も

練

習

し

た

と

い
う

が

、
あ

ふ

れ

る

思

い
は

抑

え

き

れ

な

か

っ
た

。

公

判

で

は

、
裁

判

長

の

発

言

を

メ

モ

に

書

き

取

る
な

ど

傍

聴

席

で

静

か

に

審

理

を

見

守

っ
て

い

た

が

、
関

係

者

に

よ

る

拷

間

の

証

言

・
再

現

映

像

が

ス

ク

リ

ー

ン

に

映

し

出

さ

れ

る

と

目

を

背

け

た

，

開
廷
後
の
会
見
で
は
、
小
野

さ
ん
の
次
男

・
新

一
さ
ん
が
、

免
訴
を
求
め
た
検
察
に

「謝
罪

も
な
く
失
望
し
た
」
と
怒
り
を

あ
ら
わ
に
し
た
。　
一
方
信
子
さ

ん
は
、
大
島
裁
判
長
が
裁
判
記

録
の
紛
失
に
関
す
る
司
法
の
資

任
に
言
及
し
た
こ
と
に
対
し
、

志

を

維

う
　
　
―

か

　

す

向

　

写

に

　

通

裁

　

将

地

ら

浜

族

川

横

遺

浅

め

の

ィ

た

ん

き

の

さ

す

認

臥

聘

ｍ

相

犠

澪

鮨

田

横

元

〓

愧̈
一
か
つ
た
」
と
話
し
た
。
佐

一藤
博
史
弁
護
士
に
よ
る

簿
晨
地
裁
で
１７
日
に
あ
一と
、
事
件
を
直
接
知
ら

っ
た
横
浜
事
件
の
第
４
次

な̈
い
週
族
が
法
廷
内
で

一』「一̈̈一一一̈一一̈̈
一砕『一̈̈̈

（故

人
）
が

再
審

請
求

を

韻
“

は
ぃ
ゎ
型

ム
、

年
始
ｒ

却

一

も
は
万
感

の
思

い
で

、
両

一

親

が
残

し
た
記
録

を
証
言

一

台

で
読

み
上

げ
、

長
女

の

・

端
晰

稲
好
記
』

埼
響

出
「

一

置

審
決
定
の
文
書
だ
け
で
な

く
、
公
開
の
法
廷
で
も
言
っ
て

く
れ
た
」
と
評
価
。

同
筑
判
長
は
今
回
の
再
審
開

始
決
定
理
由
で
、
「
訴
訟
記
録

が
存
在
せ
ず
審
理
で
き
な
い
」

と
し
て

，門
前
払
い
ｏ
し
た
第

一
次
請
求
棄
却
の
判
断
を
批
判

し
て
い
た
だ
け
に
、
原
告
団
の

「無
罪
」
へ
の
期
待
は
大
き
く

出
唸

酬
“
¨

茶
＾

跡

昭

産

昴

一
“

疵

、
「
一

だ
、
執

行
曽

子

が

な
ん
だ
｝

出
版

業
”

蹴
晴

一
貰

訓
る っ

に

隷
漱

計

一
睡
婢

鵡
一

れ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
・
い
」
な
”

小

野

さ
ん

は
共

産

党

再

一　

免

訴
¨

建

会

議

と

さ

れ

た

婁

去

三
っ
が

、
」

「
泊
会
議

」
に
参
加

し

、

一
論

で

「
ニ

諄

靡
罐

暉
犀
震
蛹

諄
詢
囃

一
ぼ
』

騨

て
有

罪
と
さ

れ
た
。

公

判

一
識
判

興
一

新聞各紙の報道 (2)

上 :読売新聞・横浜版

下右 :毎 日新聞・横浜版

下左 :神奈川新聞

*いずれも2009年 2月 18日 付

高
ま
っ
た
。

審
理
は
同
日
で
結
審
し
、
判

決
が
出
る
の
は
約

一
カ
月
後
，

信
子
さ
ん
は

「絶
対
無
罪
が
言

い
渡
さ
れ
る
の
を
確
信
し
て
い

る
」
と
話
し
、
会
見
終
了
後
に

よ
う
や
く
、
「
ほ
っ
と
し
ま
し

た
」
と
実
顔
を
見
せ
た
。

（松
村
右
介
、
石
尾
正
大
´
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２
・
‐７
再
審
公
判
を
傍
聴
し
て

無
罪
判
決
こ
そ
が
正
義

佐
藤
　
よ
し

二
十
数
年
か
け
て
こ
こ
ま
で
き
た

「
横

浜
事
件
」
ぜ

ひ
傍
聴
し
た
い
と
思

い
ま
し

た
荒
井
先
生
、
橋
本
進
さ
ん
、
小
野
さ
ん

。

齋
藤
さ
ん
兄
妹
、
証
言
集
の
ビ
デ
オ
な
ど
４

時
間
近
い
時
間
は
、
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た

劇
場
の
よ
う
で
し
た
．

や

っ
と
裁
判
ら
し
い
裁
判
に
な

っ
た
こ
の

機
会
を
ど
ん
な
に
か
大
事
に
、
み
な
さ
ん
で

検
討
に
検
討
を
重
ね
た
４
時
間
の
無
罪
主
張

の
場
だ

っ
た
の
だ
と
思
い
ま
し
た
り
佐
藤
弁

護
士
の

「特
高
警
察
だ
け
で
な
く
司
法
関
係

者
も
ま
た
同
罪
で
あ
り
誤
判
に
よ

っ
て
損
な

わ
れ
た
司
法
の
名
誉
は
無
罪
判
決
に
よ

っ
て

初
め
て
回
復
さ
れ
る
、
司
法
が
言
論
弾
圧
の

過
ち
を
認
め
る
最
後
の
機
会
で
あ
り
無
罪
こ

そ
が
正
義
に
か
な
う
」
と
声
を

つ
ま
ら
せ
て

の
弁
論
は
胸
が
無
く
な
り
ま
し
た
，

そ
れ
に
引
き
換
え
検
察
は
、
真
剣
さ
な
ど

全
く
見
ら
れ
ず
、
今
ま
で
通
り
の
免
訴
を
主

張
す
る
も
の
で
、
と
て
も
残
念
で
し
た
¨

私
は
、
こ
の
事
件
を
思
う
と
き
、
い
つ
も

「治

安
維
持
法
」
の
恐
ろ
し
さ
を
感
じ
ま
す
〕
こ

の
よ
う
な
悪
法
が
時
の
権
力
に
よ

っ
て
都

合
の
い
い
よ
う
に
使
わ
れ
る
高
共
産
党
員

だ
ろ
う
が
宗
教
者
だ
ろ
う
が
死
ぬ
ほ
ど

の

拷
間
が
許
さ
れ
て
い
い
わ
け
が
な
い
．

過
去

の
過
ち
を
正
す

こ
と
は
、
今
を
見

る
目
を
養
う
こ
と
に
な
る
の
だ
と
思
う
〕

３０
日
の
無
罪
判
決
を
信
じ
て

再
審
裁
判
傍
聴
記

片
岡

晋
介

支
援
す
る
会
に
参
加
し
て
日
も
浅

い
私

だ
が
、
裁
判
所
と
い
う
と
こ
ろ
に
入

っ
た

こ
と
も
な
か

っ
た
の
で

一
度
行

っ
て
み
た

い
、
な
に
よ
り
再
審
開
始
決
定
を
下
し
た

大
島
裁
判
長
の
顔
が
見
て
み
た
い
、
と

い

う
気
持
ち

で
横
浜
地
裁
ま

で
出
か
け
た
。

傍
聴

で
き
る
か
は
抽
選
に
な
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
て
い
た
の
だ
が
、
幸

い
当
選
し
た

の
で
傍
聴
で
き
た
。

傍
聴
し
て
何
よ
り
感
じ
た

こ
と
は
、

こ

の

「
事
件
」
が
で

っ
ち
上
げ
に
よ
る
虚
構

で
あ
り
、
弾
圧
立
法
で
あ
る
治
安
維
持
法

の
存
在
を
前
提
に
考
え
た
と
こ
ろ
で
無
罪

一
こ
の
場
合
無
実
一
が
あ
ま
り
に
も
明
白
で

あ
る
こ
と
で
あ
る
¨
検
察
官
を
含
め
そ
の

場
に
い
た
誰
も
が
そ
う
思

っ
て
い
る
雰
囲

気
が
法
廷
に
あ

っ
た
。
あ
と
は
司
法
の
過

去
の
過
ち
を
正
す
と
い
う
決
断
が
出
来
る

か
ど
う
か
の
問
題
な
の
で
あ
る
。
裁
判
長

の
ど

こ
か
淡
々
と
し
た
審
理
の
進
め
方
に

も
、
も
は
や
無
罪
が
動
か
し
が
た
い
事
実

で
あ
る
こ
と
が
感
じ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

大
島
裁
判
長
の
関
係
書
類
の
不
存
在
に

関
す
る
遺
憾
表
明
や
、
傍
聴
席
に
座

っ
て

い
た
請
求
人
が
柵
の
前
に
行

っ
て
朗
読
す

る
と
い
う
こ
と
が
自
然
な
流
れ
で
行
わ
れ

た
の
だ
が
、

こ
れ
は
後
の
弁
護
士
の
お
話

に
よ
れ
ば
異
例
な

こ
と
な
の
だ
そ
う
だ
。

確
か
に
異
例
な
の
か
も
し
れ
な
い
（
し
か

し
、
当
た
り
前
の
こ
と
が
当
た
り
前
に
な

る
こ
と
が
大
切
な
の
で
あ
る
．
佐
藤
弁
護

士
の
弁
論

の
あ
と
に
は
拍
手
が
自
然
に
起

こ
っ
た
っ
司
法
に
希
望
が
持

て
る
こ
と
を

感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い

一
日
で
あ

っ
た
．

■
長
年
に
わ
た
る
ご
努
力
に
対
し
て
心
か

ら
の
敬
意
を
表
し
ま
す
ゥ
決
し
て
諦
め

て

は
い
け
な
い
こ
と
を
学
び
ま
し
た
（
無
罪

を
勝
ち
取
る
ま
で
も
う

一
歩
、
頑
張

っ
て

下
さ
い
．
歴
史
的
な
２
月
１７
日
地
裁
に
行

き
ま
す
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
沼
祥
子

■
ご
発
展
を
祈
り
ま
す
。
　
　
　
熊
谷
達
雄

■
ア
メ
リ
カ
の
オ
バ

マ
大
統
領
誕
生
み
た

い
に
横
浜
事
件
も

「
チ

ェ
ン
ジ
」
の
年

に

し
た

い
で
す
ね
．
会
費
と
少
し
だ
け
カ

ン

パ
で
す
．
　

　

　

青
年
劇
場

　

亀
井
幸
代

■
些
少
な
が
ら
カ

ン
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入会の申し込み 。会費納入先

〒 1010064千 代田区猿楽町 1-4-8

松村ビル 401

横浜事件再審裁判を支援する会

te/faX 03-3291-8066

(年会費〉個人 :2000円、団体 :5000円

●郵便振替 00130-7-150641

●銀行振込 みずほ銀行九段支店

普通預金口座 1478864

横浜事件再審裁判を支援する会


